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小安地域の2016年度調査結果について 

1 
出光興産株式会社 

国際石油開発帝石株式会社 
三井石油開発株式会社 

2017年 2月 9日 



調査・工事種目 昨年度の説明内容（計画） 実績 
① 鳳林道拡幅工事 昨年度に引き続き、鳳林道を拡幅整備します。 

林道の除雪を３月中旬から行う予定です。 
3/14   除雪開始 
10/29 完工 

② OYE-５号井掘削調査 OYE-1、3号井を掘削した敷地から1500m級の大口径
構造試錐井を掘削します。掘削ターゲットは湯沢市所有の
T-2井近傍とします。地下の状況によってはサイドトラック坑
を掘削する可能性があります。 

5/1   組立開始 
5/31 掘削開始 
   二度サイドトラック実施 
8/10 掘削完了 
8/23 解体完了 

③ 新基地造成工事 OYE-6号井を掘削するための新たな敷地（掘削敷地及び
資材置場）と運搬路（約550m）を造成します。 

5/1   伐採開始 
7/19 完工 

④ OYE-６号井掘削調査 ②OYE-5号井の掘削完了後、③新基地より、2000m級
の大口径構造試錐井を掘削します。敷地東方の栗駒国定
公園第１種特別地域の地下に向けて傾斜掘削します。 

8/24 組立開始 
9/12 掘削開始 
11/15 掘削完了 
11/30 撤収完了 
     掘削機器を現地に残置 

⑤ 測量設計立木調査 
（2017年度敷地新設のため） 

第3段階に移行した場合の準備として、還元井掘削敷地の
ための測量・設計・立木調査を実施します。 

計画通り実施、完了 

⑥ 透水試験 今年度掘削するOYE-5号井に沢水を注入し、同井周辺
の透水性を調べます。加えて、市有温泉井、大湯温泉、大
噴湯との関係性をモニタリングにより調査します。 

OYE-5号井への注水は実施しませんでした 
 

⑦ 事前環境調査 １）植物、猛禽類、景観にかかる調査を実施します。 
２）OYE-1,3号基地周辺とトコトン山リフト終点付近で気
象調査を実施します。 

計画通り実施、報告書作成中 
6/8          学識者ヒアリング(猛禽) 
10/12      学識者ヒアリング(植物) 
4/26,9/7 ,1/18 学識者ヒアリング(気象) 

⑧ 温泉モニタリング 本調査： 昨年に引き続き７地点９ヶ所を対象とします。 
補足調査：OYE-5、6号井の掘削中に実施します。 

計画通り実施、報告書作成中 

⑨ 地震データ収集 気象庁一元化震源データを収集します。 計画通り実施、継続モニタリング中 

2016年度調査・工事 の 計画・実績対比表 
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＜青字は新規調査＞ 



① 
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2016年度の主な調査・工事位置図 

2016年度の主な調査・工事 
 ①鳳林道拡幅工事 
  （2015年度から継続） 
 ②OYE-5号井掘削調査 
 ③ 新基地造成工事 
 ④OYE-6号井掘削調査 

② 

④ ③ 



① 鳳林道拡幅工事 
大口径構造試錐井を掘削するために、2015年度より引き続き、既存鳳林道 
（2級林道：車道幅員３ｍ)を１級林道規格(車道幅員４ｍ)に拡幅しました 
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③ 新基地造成工事 
大口径構造試錐井OYE-6号井を掘削するために、新たに敷地と運搬路を造成
しました 



 小安及び大湯の温泉帯水層（標高250～400m)と同じ標高付近で透水
性のある割れ目に遭遇したがセメントにて閉塞 

 本坑：深度1650m(標高-745m)まで掘削したものの透水性の高い割れ目
に遭遇せずセメントで埋め戻し 

 サイドトラック坑１回目：再び深度1650m (標高-745m)まで掘削したもの
の透水性の高い割れ目に遭遇せずセメントで埋め戻し 

 サイドトラック坑２回目：深度1650mまで(標高-805m)掘削したが透水性
の高い割れ目に遭遇せず掘り止め 

 坑底にて高温(200℃以上)を確認 
 来年度以降(時期未定)再掘削する可能性があります 
 透水性が低いため、⑥透水試験は実施しませんでした 

OYE-5       

OYE-6       
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②④掘削調査のまとめ 

 小安及び大湯の温泉帯水層（標高250～400m)と同じ標高付近では透
水性のある割れ目には遭遇しませんでした 

 深度1130m(標高-390m)にて透水性の高い割れ目を確認。ケーシング設
置時セメントにて閉塞 

 深度1445m(標高-540m)にて透水性の高い割れ目を確認。深度2100ｍ
(標高-870m)で掘り止め 

 深度1445m以深の高透水部にて高温(200℃以上)を確認 
 来年度、仮噴気試験を実施する予定です 



⑤ 測量・設計・立木調査 

2017年度掘削予定地 
・掘削敷１ヶ所と資材置場１ヶ所 
・鳳林道改良 約340ｍ 

2017年度に掘削する井戸の敷地を新設 
するために、測量設計等を実施しました 

6 



⑦ 事前環境調査 
【植物調査】 
○学識者（秋田大学名誉教授 井上 正鉄 氏）ヒアリング 
 これまでに実施してきた重要な植物に対する工事の影響予測や移植等の保全措
置は妥当との判断をいただきました。 

○来年度工事（予定）に関する影響予測及び保全措置 
 消失する割合の大きい種及び生育株数が少ない種について保全措置を検討し、
工事による影響が想定される種は移植しました。 

【希少猛禽類調査】 
○学識者（秋田大学名誉教授 小笠原 暠 氏）ヒアリング 
 今年度調査結果について、3月に学識者ヒアリングを行う予定です。 
○工事による影響を特に注視すべき個体について 
 2014年と2015年に工事場所近傍でハイタカが営巣し幼鳥が巣立ったことを確
認しています。そのため、工事による影響はないと推測されましたが、今年度
工事騒音に係る影響予測を行い、学識者（秋田大学名誉教授 小笠原 暠 氏）に
現地視察いただいた結果、科学的データに基づき繁殖に影響なしとの判断をい
ただきました。 

【気象調査】 
 掘削敷地周辺とトコトン山リフト終点付近の２箇所で７～１１月にかけて気象
観測を行い、両地点の気象を比較検討しました。また、学識者（秋田県立大学
准教授 井上 誠 氏）ヒアリングを３回実施しました。 

重要な植物及び希少猛禽類のモニタリングと気象観測を行いました。 

7 



調査範囲 

市有泉（井戸） 

大湯（A,B） T-2 

皆瀬－4 

皆瀬－2 

大噴湯（A,B） 

MS-2 

OYE-3 

OYE-4 

OYE-1 OYE-2 

T-7 

⑧ 温泉モニタリング 
７地点９ヶ所の温泉や大噴湯と 
３ヶ所の地表水をﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞしています 
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OYE-6 

OYE-5 
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OYE-1～6掘削期間 

測定日前日（8/30）の大雨による影響と推測 

掘削期間中に自然変動を大きく超える顕著な変化は認められません 
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大噴湯Ｂ 

泉温が上昇傾向にある。同時に、湧出量
の減少とｐＨや電気伝導率の上昇が認め
られることから、雨水の混入の影響が弱
まっている可能性が考えられる。 

⑧ 温泉モニタリング 
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OYE-1 
掘削期間 

OYE-1～6掘削期間 

測定日前日（8/30）の大雨による影響と推測 

掘削期間中に自然変動を大きく超える顕著な変化は認められません 



⑨ 地震データ収集 データ期間：2013/1/1～2016/12/31 

震源分布図（平面図） 

※ 2013/1/1～2016/3/31 
 『地震・火山月報（カタログ編）』 
 のマグニチュード０以上の震源 
※ 2016/4/1～2016/12/31 
 『地震・火山月報（防災編）』 
 の震度１以上の震源 

 データ収集期間中、 
 調査範囲内に震源は分布しません 
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以 上 
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出光興産株式会社
国際⽯油開発帝⽯株式会社

三井⽯油開発株式会社

⼩安地域の2017年度調査計画について

1

ご説明内容
１）調査計画のあらまし
２）2017年度 調査・⼯事の計画（案）
３）景観・環境配慮

2017年 2⽉ 9⽇



第2段階 ・・・ 2〜7年次 （2012〜17年度予定）
掘削調査、搬⼊路整備等

 1500〜2000m程度の構造試錐井の掘削を⾏い、
地質構造、地下温度、透⽔性などを調査する。

モニタリング調査
 温泉モニタリング／貯留層モニタリング

温泉⽔の化学成分、温度、湧出量、井⼾の⽔位等を調査する。

第3段階
掘削調査

実際の⽣産井、還元井と同規模の試験井を掘削して、数週間の⽣産、還元能⼒試験を⾏う。
貯留層評価

これまでの調査結果に基づいて地熱貯留層モデルを構築し、貯留層シミュレーションを⾏う。
環境調査開始（配慮書段階）

発電所建設

第1段階 ・・・ 1年次 （2011年度実施済み）
地表調査

 地質/断裂/変質帯調査
 電磁探査/重⼒探査

第4段階
環境影響評価

⼤気/⽔質、動植物、騒⾳/振動、温泉等の調査結果に基づき、環境影響評価（ｱｾｽﾒﾝﾄ）を⾏う。
⽣産井/還元井掘削

⽣産井／還元井を掘削する。
実証試験

数ヶ⽉の⻑期にわたり⽣産、還元試験を⾏い、貯留層の安定性を確認して、発電出⼒を決定する。

有望となれば・・・

事業化可能と⾒込まれれば・・・

１）調査計画のあらまし

2016年度に掘削した構造試錐井（OYE-5,6）の
結果を踏まえ第２段階を2017年度まで延⻑します

2



調査・⼯事種⽬ 内容 スケジュール（予定）/留意事項

① OYE-7号井掘削調査 ・2000m級の⼤⼝径構造試錐井を⻄⽅に向けて掘削
・掘削敷地はOYE-6号井と同じ
・サイドトラック坑を掘削する可能性あり

６⽉：着⼯、８⽉：完⼯

② 新基地造成⼯事 ・OYE-8号井の掘削敷地の造成及び鳳林道の改良
※造成予定地に吹突沢導⽔管（湯沢市所有）が埋設
されていますが、送⽔停⽌しないように施⼯するこ
とを基本とします。

３⽉：除雪・着⼯、７⽉：完⼯
※万が⼀、吹突沢導⽔管の送⽔を停⽌
する場合は、利⽤に⽀障のないよう対
策を⾏います。

③ OYE-8号井掘削調査 ・2000m級の⼤⼝径構造試錐井を北⻄⽅に向けて掘削
・掘削敷地は②造成地
・サイドトラック坑を掘削する可能性あり

７⽉：着⼯、10⽉：完⼯

④ 仮噴気試験 ・これまでに掘削した井⼾２本を約１ヶ⽉間仮噴気
・井⼾の⽣産・還元能⼒と周辺への影響確認が⽬的
・仮噴気⽤設備と熱⽔還元⽤配管を仮設
・試験完了後、埋設管以外のすべての設備を撤去

5〜6⽉：OYE-3 噴気、OYE-1 還元
9〜10⽉：仮設還元配管敷設
10〜11⽉：OYE-6 噴気,

OYE-7 ⼜は 8 還元

⑤ 林道維持管理 ・鳳林道の⼀部区間を路盤改良
・法⾯崩落個所の早期植⽣回復のため⾃然堆積⼟吹付

5⽉：路盤改良、６〜７⽉：吹付
※路盤改良中（１ヶ⽉間）は⾞両通⾏
不可となります（徒歩通⾏は可能）

⑥ 事前環境調査 ・植物、猛禽類、景観の調査を実施 通年

⑦ 温泉モニタリング ・本調査：温泉７地点９ヶ所、地表⽔3ヶ所を対象
・補⾜調査：掘削調査・仮噴気試験中に実施

本調査：年４回
補⾜調査：６,７,9,10,12⽉

⑧ 地震データ収集 ・気象庁⼀元化震源データを収集 通年

２）2017年度調査・⼯事の計画（案）

＜⻘字は新規調査＞

※本調査・⼯事がJOGMEC殿の助成対象とならなかった場合、⼀部調査・⼯事を実施しない可能性があります。 3



２）2017年度調査・⼯事のスケジュール（案）

※本調査・⼯事がJOGMEC殿の助成対象とならなかった場合、⼀部調査・⼯事を実施しない可能性があります。 4

内訳/備考

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

①OYE-7号井掘削調査

②新基地造成工事 除雪 伐採・土木 吹突沢導水管（湯沢市所有）の送水を停止しないように

施工することを基本とします。

③OYE-8号井掘削調査

④仮噴気試験 OYE-3 配管敷設 OYE-6　　

　OYE-3仮噴気、OYE-6仮噴気

⑤林道維持管理 車両通行止め 路盤改良中（１ヶ月間）は車両通行止めとなります

　路盤改良、吹付、補修等

⑥事前環境調査

　植物、猛禽類、景観

⑦温泉モニタリング 本調査：５，８，１１，１月

　温泉7地点9ヶ所、地表水3ヶ所 補足調査：６，７，９，１０，１２月

⑧地震データ収集

　気象庁データの収集

調査種目
2017年



2017年度の主な調査・⼯事
① OYE-7号井掘削調査
② 新基地造成⼯事
③ OYE-8号井掘削調査
④ 仮噴気試験の実施範囲

OYE-

7

OYE-

8

①

③ ②
④

2017年度の主な調査・⼯事の位置図
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３-1）景観・環境配慮 〜 新基地造成計画 平⾯図 〜
2016/11/11 秋⽥県⾃然保護課殿と学識者（東京⼤学 斎藤馨教授）に現地を視察いただきました
学識者アドバイス：
１）造成予定地は国道等遠⽅から視認できない場所であることから近景に配慮すること（特に池周辺）
２）造成予定地傍の池は周辺で唯⼀の⽌⽔域であることから濁⽔流⼊防⽌策を講じること

N

池

⾚線：新設敷地・道路改良範囲(予定)
茶線：既存の鳳林道

0                     100m

既存林道の改良範囲

掘削予定地

資材置場敷

事業者対応
１）池周辺の仮設配管は茶系等の景観配慮⾊とし、裸地と草地に⾒え隠れするよう敷設します
２）造成の際は側溝を整備してから施⼯し、道路は⽚勾配にするなど濁⽔流⼊防⽌策を検討します 6



OYE-1 掘削場所
＝ OYE-3 仮噴気地 県道282号

仁郷⼤湯線

国道398号

道路上で実際にOYE-1櫓
を視認できた場所

＜視認できる⾼さ＞

公園計画歩道 ⽯神⼭線

３-2）景観・環境配慮 〜 掘削櫓・噴出蒸気の可視領域と視点 〜

※ 本図は植⽣がない状態における可視領域を検討したものです
※ 仮噴気時の⽔蒸気の⾼さは噴出蒸気量や気象条件によるため⼀概に何ｍと決定できません

⇒ ⽔蒸気の⾼さは通常数10ｍと思われることから櫓の⾼さ(約50m)と同程度と仮定
※ ⾼さ50m以下の設備・⽔蒸気であれば栗駒国定公園利⽤施設からはほぼ視認できません

（歩道⽯神⼭線の⼩安岳⼭頂付近と⼩安温泉スキー場からは植⽣次第で視認できる可能性があります）

公園利⽤施設＜⼩安温泉＞
園地、宿舎、野営場、スキー場、駐⾞場、橋

公園利⽤施設＜⼤湯＞
園地、宿舎、野営場、駐⾞場

公園利⽤施設＜⽥代台＞
園地（路傍展望施設）
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※ 仮噴気時の⽔蒸気⾼さを櫓の⾼さと同程度と仮定した場合、視点１，２が主要な視点となります。

国道398号

県道282号
仁郷⼤湯線

400m

500m

600m

700m

800m

900m

樹⾼10数mの植⽣あり

掘削櫓を視認できる場所
⇒ OYE-3,6の仮噴気でも

主要な視点となります

0 1 2 3 4 5km

視
点
２
(県
道
)

O
YE
-8
掘
削
予
定
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鳳
林
道

O
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気
場
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O
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削
予
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＝
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仮
噴
気
場
所
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点
１
(国
道
)

O
YE

-8
(投

影
/標

⾼
54

6m
)

視認できません

〜 掘削櫓・噴出蒸気に関する景観影響の検討 〜
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OYE-6掘削櫓（⾼さ約50m）の遠景写真
に想定される⾼さ50mの⽔蒸気を加筆

2016/9/30 視点１(国道398号)から撮影（焦点距離200mm）

視点から約3250m遠⽅に掘削櫓の上半分（約25m）が⾒えています
⇒ 茶系⾊に塗装した櫓を⾁眼で視認することは難しい（視⾓ 約0.44°）

OYE-1掘削櫓（⾼さ約30m）の遠景写真
2013/11/9 視点１(国道398号)から撮影（焦点距離200mm）

視点から約3250m遠⽅に掘削櫓の上部（約10m）が⾒えています
⇒ 茶系⾊に塗装した櫓は⾁眼ではほとんど視認できません（視⾓ 約0.18°）

OYE-6掘削櫓（⾼さ約50m）の遠景写真
に想定される⾼さ50mの⽔蒸気を加筆

2016/9/30 視点１(国道398号)から撮影（焦点距離55mm）
※ OYE-3仮噴気@OYE-1基地：５~６⽉に１ヶ⽉間

OYE-6仮噴気＠OYE-6基地：10〜11⽉に１ヶ⽉間

⽔蒸気の⾼さは噴出蒸気量や気象条件によるため
⼀概に何ｍと決定できませんが、櫓の⾼さと同程度
と仮定します。
⇒ 茶系⾊の動かない櫓と⽐較すると噴出蒸気は視

認されやすいですが、視⾓は⼗分⼩さく、⽔蒸
気がスカイライン(稜線/輪郭線)を横切ることは
ないことから、眺望景観への影響は⼩さいと
考えられます。

OYE‐1櫓が立っていた場所に
仮定最大高さの水蒸気を加筆

〜 掘削櫓・噴出蒸気に関する景観影響の検討 〜
検討結果
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以 上
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湯沢市小安地域地熱資源活用協議会 議事録 

 

 日時 平成 29年２月 16日（水） 13:55～15:05 

 場所 湯沢市役所皆瀬総合支所会議室 

 

（案件）2016年度調査結果報告について（報告） 

    2017年度調査計画について（協議） 

 

○松葉谷会長 2016年度の報告に関して、ご意見・ご質問をお願いします。 

○松葉谷会長 OYE-5号のサイドトラックで枝分かれする深度はどれくらいか。 

○事業者 掘削深度 1,000ｍからです。 

○事業者 13 頁にある皆瀬１・２号井の新たな湧出量測定の方法について

は、いかがでしょうか。 

熱水タンクの下流から１時間ほど食塩水を注入させていただきた

い。現在は、熱水タンクへの注水量を２段階に変えて温泉成分濃

度の変化から湧出量を計算しているが、この注水量を変化させる

必要がなくなります。また、現在の計測方法よりも精度も上がる

と考えています。 

○松葉谷会長 どれくらいの濃度の塩水を使用するのか。 

○事業者 濃度は非常に濃いものを少量になります。少量にするためには濃

度を上げなければならない。 

○松葉谷会長 湧出量に比べてどれ位の量を使用するのか。 

○事業者 まだ計算していないが、湧出量が大体毎分 400～600ℓ/分という

ことが分かってはいるので、温度に影響がないようなるべく少量

になるようにしたい。 

○松葉谷会長 まだ具体的なものは決まっていないということであるが、よろし

いでしょうか。 

○事業者 測定を実施する前に、御案内をするようにいたします。 

○松葉谷会長 記載のように混ぜた後に塩水濃度が 20～30％濃くなるというこ

とである。 

以上で、2016年度の報告について了承としてよいか。 

○各委員 異議なし。 
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○松葉谷会長 2017 年の計画は、基本的には 2016 年の延長的な工事や作業をす

ることになりますが、いかがでしょうか。 

大きく分けると 2,000ｍ級の井戸の掘削が２本と仮噴気試験を行

うことが主な内容と思われるが、いかがでしょうか。 

○阿部委員 今後、どれくらいの噴気試験の回数が予定されているか、またど

のくらいの期間実施するか、分かる範囲で教えていただきたい。 

○事業者 まだ具体的に計画は立てていませんが、一般的には、環境アセス

メントを実施する時点では、発電出力規模を決めていないといけ

ないので、その前の段階でその時点でそろっている井戸を使用し

て、３ヶ月程度の試験を行い、出力規模を決めていくことになり

ます。また、発電所建設着手前後に発電時とほぼ同量の蒸気を噴

出させる全量噴気試験を 3～6ヶ月程度行います。 

○事業者 一般的には、３ヶ月から半年くらい複数の井戸を使用して発電所

で必要な蒸気量の 50％程度の噴気試験と 100％の噴気試験という

のを分けて実施します。その他に、還元井があれば 1 本ずつ井戸

を評価するための 1 ヶ月程度の噴気試験を必要に応じてやってい

くことになります。 

実際に噴気させて地下を動かしてみないと、周囲への影響が分か

りづらいところもあるので、慎重に回数を重ねることになると思

います。 

○松葉谷会長 噴気試験は、サイレンサーを付けて実施することになるか。 

○事業者 そうなります。 

○松葉谷会長 OYE-7 や 8 号が、あまり還元に適していなかった場合、OYE-6 号

から OYE-1号への還元は考えられるか。 

○事業者 OYE-1 号と OYE-3 号は坑径が小さい井戸で、それに対し OYE-6 号

は坑径が大きい井戸なので、OYE-6 号の熱水を還元するのは難し

いと考えています。その場合、清水ピット１杯分の熱水を噴出さ

せる程度の試験を実施することになるかもしれません。 

○森林管理署 

（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ） 

OYE-5 号を再掘削する可能性があるとしているが、来年度以降に

どのような状況になれば可能性があるのか。 

○事業者 湯沢市が所有する井戸（MS-1 号）が、掘削深度 1,600ｍ付近で非

常に良い割れ目に当たっていることが分かっていて、OYE-5 号

は、その周りを探っている状態です。今年度の OYE-5 号掘削結果

は良くなかったので、現在の狙いは諦めて、湯沢市と相談のうえ
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MS-1 号で確認している割れ目の近くに、OYE-5 号の口元を利用し

て掘削する可能性はあろうかと思います。ただ、それは事業化の

判断後になるので、来年度や再来年度の話ではありません。 

○松葉谷会長 口元だけ使うのであれば、再掘削ではなくて新規掘削になるので

はないか。 

○事業者 もう一度サイドトラックを実施する可能性があると考えていま

す。 

○松葉谷会長 そうすればもっと浅いところから、例えば 500ｍ位のところから

サイドトラックになるのか。 

○事業者 1,000ｍのところからのサイドトラックで可能と考えています。 

○森林管理署 

（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ） 

現在は掘られている状態(裸坑仕上げ)だが、決定後に現在のとこ

ろを埋め戻して掘り直すということか。 

○事業者 1,000ｍのところまで埋め戻して、掘削し直すことになります。 

○松葉谷会長 他になければ、OYE-7 号と 8 号の掘削、OYE-3 号と 6 号の仮噴気

試験を含む 2017 年度の調査計画を協議会として了承することと

してよいか。 

○各委員 異議なし。 
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